
１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

①地区内の耕地面積 6.9ｈａ

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計 3.7ｈａ

③地区内における70才以上の農業者の耕作面積の合計 4.2ｈａ

実質化された人・農地プラン

市町村名 対象地区名（地区内集落名） 作成年月日 直近の更新年月日

小豆島町 坂手地区（坂手集落） 令和4年2月10日 令和4年12月26日

（備考）

・家庭菜園レベルの狭小な農地が多い。
・進入路が狭く、耕作に車両が入っていくことが難しい。
・農免道路はあるが、鳥獣被害の問題もあり、山側は多くが耕作されていない。

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

牧畜利用は中心経営体である認定農業者が担い、入作を希望する認定新規就農者や移住就農者の受入れを促
進することにより対応していく。

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計 1.7ｈａ

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計 0.1ｈａ

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 0.2ｈａ



（参考）　中心経営体
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属性
農業者

（氏名・名称）

現状 今後の農地の引受けの意向

経営作目 経営面積
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